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害
問
題
を
克
服
。
世
界
に

先
駆
け
省
エ
ネ
社
会
を
実

現
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効

率
化
と
先
進
的
な
環
境
技

術
を
手
に
入
れ
、
世
界
一

の
モ
ノ
づ
く
り
大
国
に
上

り
つ
め
た
。
し
か
し
、
物

質
的
な
豊
か
さ
が
原
因
で

あ
る
ゆ
え
に
、
生
産
性
の

向
上
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と

い
っ
た
従
来
の
、
あ
る
い

は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る

手
法
で
は
抱
え
て
い
る
課

題
は
解
決
で
き
な
い
と
断

プ
ラ
チ
ナ
社
会
と
は
何
か
？

─
─
医
療
経
営
士
は
地
域
住
民
と
連
携
し
、

　
　
新
た
な
地
域
医
療
の
構
築
を
！

１
月
30
日（
土
）、東
京
都
千
代
田
区
神
田
の
学
士
会
館
に
て
、２
０
１
６
年「
新
春
講
演
会
」＆「
新
春
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
た
。第
Ⅰ
部
の
新
春
講
演
会
で
は
、

東
京
大
学
第
28
代
総
長
を
務
め
、現
在
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
小
宮
山
宏
氏（
三
菱
総
合
研
究
所
理
事
長
）が「『
プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
実
現
』─
─

地
域
医
療
は
ど
う
変
わ
る
の
か
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。第
Ⅱ
部
の「
新
春
の
集
い
」で
は
、全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
医
療
経
営
士
が
情
報
交
換
と
人
脈
づ
く
り
に
交
流

を
深
め
た
。資
格
創
設
か
ら
５
年
が
経
過
し
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

小
宮
山
氏
は
現
在
を
人

類
史
の
転
換
期
と
捉
え
、

21
世
紀
の
世
界
が
必
要
と

す
る
新
た
な
社
会
モ
デ
ル

を
「
地
球
環
境
問
題
を
解

決
し
た
元
気
な
超
高
齢
社

会
」
と
位
置
づ
け
、「
プ
ラ

チ
ナ
社
会
」
と
命
名
し
た
。

「
プ
ラ
チ
ナ
」
に
は
、
金
よ

り
高
価
で
、
そ
の
輝
き
を

失
わ
な
い
と
い
う
元
気
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
こ

に
小
宮
山
氏
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
を
は
じ
め
先
進
国

は
、
少
子
超
高
齢
化
、
環

境
破
壊
、
需
要
不
足
に
よ

る
経
済
の
低
成
長
と
い
っ

た
共
通
の
問
題
に
苦
し

み
、
未
だ
持
続
可
能
な
社

会
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
見

出
せ
な
い
で
い
る
。
小
宮

山
氏
は
そ
の
原
因
を
、「
物

質
的
な
豊
か
さ
」
に
あ
る

と
指
摘
し
、
自
動
車
の
保

有
台
数
等
を
例
に
デ
ー
タ

を
提
示
し
、「
飽
和
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
た
。

　

１
９
７
０
年
代
、
日
本

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
や
公

言
。
革
新
性
を
伴

う
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
、
そ
れ
ら
を
十
分

に
活
用
す
る
た
め

の
新
た
な
制
度
設

計
や
法
整
備
の
導

入
が
必
要
で
、
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
多

世
代
が
い
き
い
き
と

暮
ら
し
活
躍
で
き

る
成
熟
し
た
社
会

モ
デ
ル
こ
そ
「
プ
ラ

チ
ナ
社
会
」
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

　
「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
に
お

け
る
地
域
医
療
は
、
健
康

自
立
の
支
援
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
の
産
業
化
が

図
ら
れ
、
各
地
で
実
証
実

験
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

が
進
め
ら
れ
る
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
や

官
庁
主
導
に
よ
る
中
央
集

権
的
な
上
意
下
達
ス
タ
イ

ル
は
終
わ
り
を
告
げ
、
地

域
住
民
自
身
が
そ
の
実
証

実
験
の
成
否
を
評
価
し
本

気
で
推
進
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
よ
う
な
社
会
が

到
来
す
る
と
説
い
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
実
現

が
叶
え
ば
、
世
界
史
上
未

曾
有
の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子

超
高
齢
社
会
を
突
き
進
む

日
本
が
、
課
題
解
決
先
進

国
と
し
て
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
、
そ
の
輝
か
し
い
未
来

像
を
熱
く
語
り
、
最
後
に

「
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
た
。

話
し
た
こ
と
は
覚
え
た
。

や
っ
た
こ
と
は
身
に
つ
い

た
」
と
の
言
葉
を
述
べ
、

行
動
へ
の
奮
起
を
促
し
た
。

―― 新たな医療経営が描く日本の未来像
大会テーマ
決定！

大会テーマ
決定！

医療経営士が生み出す地域イノベーション医療経営士が生み出す地域イノベーション
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２
０
１
６
年「
新
春
講
演
会
」＆「
新
春
の
集
い
」

既
存
の
手
法
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
山
積

求
め
ら
れ
る
新
た
な
器
と
中
身

熱心に聞き入る聴衆。築90年近く経て、なお斬新かつモダンで重厚な雰囲気を
漂わす学士会館。2003（平成５）年に国の有形文化財に指定

「プラチナ社会」実現に向け、熱弁を振るう
小宮山宏氏

官
主
導
の
中
央
集
権
的「
上
意
下
達
」を
脱
し
、

プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
実
現
で
世
界
を
リ
ー
ド

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会 

主
催
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の脳神経センター大田記念病院において、新春
特別研究会を開催。中国支部理事で、社会医療
法人祥和会の大田泰正理事長による講演「急性
期医療と地域包括ケアシステム～医療・介護か
ら生涯活躍のまちづくりへ」とグループ討議「ま
ちづくりのために、何をすべきか」を行いました。
　講演で大田理事は、社会医療法人祥和会の地
域貢献事業を紹介しながら、生活基盤の支援（ま
ちづくり）の充実に向けて、介護施設や企業と共
同することの重要性を指摘。「地域住民と顔が見
える関係づくりをしていこう」と呼びかけました。
　なお、両研究会の詳細は、会報誌『理論と実践
No.20』（2月下旬発行）にて紹介します。

『全国医療経営士実践研究大会』発表者講演」
では、社会医療法人製鉄記念八幡病院経営管理
部担当課長の東泰成氏と、同病院経営管理部企
画課係長で、北陸支部長賞に輝いた秋吉裕美氏
が登壇。「第4回全国大会」の演題発表を支部研
究会の場で再現した両氏は、自身の取り組みを
振り返りながら、医療経営士の役割について、
「最適な経営戦略を常に考え、立案・実行・検証
を支えることが重要」（東氏）、「多職種の“気づ
き”を一緒に検討・改善することでの一体感や達
成感をつくり、その効果を可視化して経営改善
につなげていくべき」（秋吉氏）と述べました。
　第2部「九州支部・支部長講演」では、橋爪章支
部長（元保健医療経営大学学長）が「平成28
（2016）年度診療報酬改定の概要～病床機能
分化の推進～」をテーマに講演。改定のポイント
や療養病床改革、患者申出療養制度について解
説するとともに、医療経営士として国の政策に
目を向けるよう訴えました。

生涯活躍のまちづくりの実現に向けて
医療機関はどのように貢献すべきか
　1月30日（土）には、中国支部が広島県福山市

「第4回全国大会」発表者講演に加え
診療報酬改定のポイントを解説
　九州支部では1月23日（土）、福岡県福岡市で
3支局（大分、長崎、鹿児島）合同による新春特別
研究会を開催しました。当日は九州各県から30
人を超える医療経営士が参加。開会のあいさつ
では、九州支部理事・南九州（鹿児島）支局長で、
医療法人玉昌会の髙田昌実理事長が「医療界は
病床削減の方向に進んでいるが、医療経営士は
しっかりと地域医療を見つめて、取り組んでほし
い」と参加者を激励しました。
　2部構成で行われた研究会の第1部「第4回

地域に貢献できる医療経営士を目指して
九州支部と中国支部が新春特別研究会を開催！

　

小
宮
山
氏
に
よ
る
熱
の

こ
も
っ
た
講
演
後
、
同
館

内
の
別
会
場
へ
移
り
、
新

春
の
集
い
が
開
催
さ
れ

た
。
開
会
に
伴
い
、
主
催

者
挨
拶
と
し
て
吉
原
健
二

代
表
理
事
が
登
壇
。
現
在

の
安
倍
内
閣
で
も
、
そ
れ

以
前
の
民
主
党
政
権
で

も
、
経
済
成
長
一
辺
倒
の

政
策
で
、
医
療
界
に
お
い

て
必
ず
し
も
好
ま
し
く
な

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、
こ
れ
ま
で

の
延
長
線
上
で
や
っ
て
い

て
は
ダ
メ
、
今
ま
で
の
考

え
方
や
価
値
観
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
こ

れ
か
ら
の
医
療
は
１
つ
の

病
院
で
完
結
す
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
他
の
医
療

機
関
や
関
連
組
織
と
連
携

し
役
割
分
担
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
。
地
域
に

よ
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
そ
の

実
情
や
ニ
ー
ズ
を
見
極

め
、
医
療
経
営
士
が
院
長

等
と
図
っ
て
主
導
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
医
療
経

営
士
は
自
分
の
使
命
・
責

任
を
し
っ
か
り
認
識
し
て

ほ
し
い
と
の
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
横
浜
市
長
ほ

か
の
祝
辞
が
紹
介
さ
れ
、

第
３
回
「
医
療
経
営
士
１

級
」
合
格
者
11
人
を
代
表

し
、
宮
下
崇
氏
（
順
天
堂

大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病

院
医
療
保
険
室
係
長
）
が

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。

し
ば
し
の
歓
談
後
、
第
４

回
「
全
国
医
療
経
営
士
実

践
研
究
大
会
」
金
沢
大
会

で
演
題
発
表
の
審
査
委
員

長
を
務
め
た
川
渕
孝
一
氏

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大

学
院
教
授
）
が
壇
上
に
。

総
評
に
加
え
て
審
査
方
法

の
課
題
等
に
つ
い
て
総
括

し
た
後
、
演
題
発
表
に
お

い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
髙
玉
敬
洋
氏
（
帯
広
厚

生
病
院
事
務
次
長
）、
優

秀
賞
受
賞
の
山
田
竜
也
氏

（
や
わ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
診
療
部
サ
ポ
ー
ト
室

主
任
）
お
よ
び
西
田
智
之

氏
（
浅
ノ
川
総
合
病
院
地

域
医
療
連
携
室
主
任
）
の

３
氏
に
よ
る
受
賞
の
喜
び

の
声
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

中
締
め
は
小
林
利
彦
代

表
理
事
代
行
（
東
京
大
学

薬
友
会
会
長
）
が
挨
拶
。

プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
完
全
な

実
現
は
難
し
い
と
予
測
し

な
が
ら
も
、
現
場
へ
足
を

運
ぶ
小
宮
山
氏
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
称
し
、
賞
賛
。
実
際
に

現
場
に
足
を
運
ん
で
介
入

し
、
問
題
解
決
に
悩
み
・

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
も
の
が
大
事

で
、
１
時
間
聞
い
て
２
～

３
時
間
考
え
悩
む
こ
と
が

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
。
ぜ

ひ
小
宮
山
氏
の
話
の
中
か

ら
新
し
い
発
想
を

生
み
出
し
て
ほ
し

い
と
語
っ
た
。

　

医
療
経
営
士
は

従
来
の
資
格
の
延

長
線
上
に
あ
る
資

格
で
は
な
い
。
資

格
を
“
通
行
手
形
”

に
現
場
へ
足
を
運

び
、
実
践
家
と
し

て
組
織
横
断
的
に

活
躍
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
資

格
創
設
よ
り
５
年

が
経
過
し
、
今
こ

そ
そ
の
真
価
が
問

わ
れ
る
正
念
場
と

い
え
よ
う
。

支部NEWS支部NEWS 九州・中国支部

★

★

★

★
★

★

発表者講演に登壇した東泰成氏（左）と秋吉裕美氏

今
こ
そ
資
格
創
設
の
意
味
を
考
え
、

実
践
家
と
し
て
現
場
へ
積
極
介
入
を
！「新春の集い」参加者一同

左から吉原健二代表理事、宮下崇氏、川渕孝一教授

左から山田竜也氏、髙玉敬洋氏、西田智之氏 小林利彦代表理事代行

講師を務めた中国支部の大田理事（左）とグループ討議の風景
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石井先生に聞きました！

「保健医療2035」に関する
3つの質問つの2035年、日本は健康先進国へ。

──そんなスローガンを掲げた「保健医療2035」が、昨年6月、公表されました。冒頭に「様々
な暮らし方・働き方・生き方に対応できる20年先を見据えた保健医療システムをつくる」とあり
ますが、これからの病院経営に、どう関係してくるのでしょうか？
支部研究会の講師としておなじみの石井富美先生（多摩大学医療・介護ソリューション研究所
フェロー）に、3つの質問をしてみました。

Q1「保健医療2035」って、何ですか？
A1 ３つのビジョンに注目！
　「保健医療2035」は、20年後を見据えた保健医療のあり方について、厚生労働省
が策定懇談会を設けてまとめた提言書です。この懇談会では、急激な少子高齢化
や医療技術の進歩など医療を取り巻く環境が大きく変化する中で、保健医療政策
のビジョンとその道筋を示すため、国民の健康増進、保健医療システムの持続
可能性の確保、保健医療分野における国際的な貢献、地域づくりなどの分野に
おける戦略的な取り組みが検討されました。2015年2～6月、合計8回の懇談会
が開催され、提言書「保健医療2035」がまとめられました。
　懇談会メンバーによる検討だけでなく、アイデアを募るためにパブリックコメント
を求めたことも話題になりました。医療経営士さんの中には、コメントを送った
方がいらっしゃるかもしれませんね。
　国民の健康意識に着目した内容や、死生観に基づいて最期まで自分らしい
人生を全うするための仕組みづくりなど、少子高齢社会における保健医療の
あり方について言及されており、「保健医療の価値を高めるリーンヘルスケア」、
「主体的選択を社会で支えるライフ・デザイン」、「日本が世界の保健医療を牽引
するグローバル・ヘルス・リーダー」という3つのビジョンが掲げられています。

Q2「保健医療2035」って、病院経営にどんな関係があるのですか？

A2 20年後の医療界や病院像を考える参考に
　「保健医療2035」には、2035年に日本の社会保障制度がどうなっているか、
生活者の意識がどう変わっているかが書かれています。つまり、「2035年時点で、
病院はどうあるべきか」が書いてあるということです。
　ビジョンの１つに掲げられている「リーンヘルスケア」は、マサチューセッツ工科
大学のリーン生産方式の医療分野への応用で、ムダを省き工程を改善しトータル
コストを抑える方式を導入していくというものです。「患者にとっての価値に基づく
医療の質の向上や効率化を促進」とあるので、これまでの価値提供型のマーケ
ティングから価値共創型へのパラダイムシフトが必要でしょう。「ライフ・デザイン」
では、国民のヘルスリテラシー向上に向けた取り組みが必須です。さらに、単なる
医療費削減ではなく、「健康への投資」による生活の質向上への取り組みが求め
られるため、保険収入だけに頼らない経営体質への転換も視野に入れることに
なります。
　オリンピックを目指すアスリートは、4年後の自分の姿を思い描いてトレーニング
に励むそうです。20年後の日本は超少子高齢社会となり、働き手も少なくなって
います。「保健医療2035」を参考に、自院がどんな病院になっていたいか、地域で
どんな役割を果たすべきか、しっかり検討したうえで、長期計画を立ててください。

Q3「保健医療2035」に対応するために、医療経営士が身につけるべきスキルとは？

A3 長期的視点で経営を考え実践する力が必要
　これからの20年間、自分たちの病院が進むべき方向性を見据え、論理的にアクションを組み立てていく力が求められ
ます。課題を抽出するためには全体を俯瞰し、客観的に現状を把握する必要がありますので、データを上手に活用する力、
データに基づいた分析力が必要です。さらに、論理的思考で解決への道筋を組み立てる力、解決策を実践するために
周囲を巻き込むコミュニケーション力とマネジメント力も求められます。また、時代の流れ、パラダイムシフトに柔軟に対応
する思考力、顧客価値を見出し新しい価値をつくり出すためにイノベーションを起こす力も求められます。これらの能力
を身につけることが、長期的な視点での経営感覚を磨くことにもつながるでしょう。
　現在、関東支部で開催している石井ゼミでは、「保健医療2035」を読み解きながら具体的アクションを紹介する
とともに、ロジカルシンキングやデータ活用法、多職種間コミュニケーションスキルなどについて、ケーススタディや
グループワークを取り入れながら実践的に学んでいます。来年度からは、関西支部や東海支部でも開催を予定しています
ので、興味がある方はぜひご参加ください！

石井ゼミ参加者からの声

川田兼司さん
医療法人社団紺整会
船橋整形外科病院 企画部部長
医療経営士3級

業界経験の浅い小職にとって、石井先生の
著書『経営企画部門のマネジメント』（日本医
療企画刊）はまさに“目からウロコ”でした。何
回も読み返し、さらに詳しく学びたいと思って
いた時、石井ゼミ開講の記事を見て即参加を
決めました。課題解決・改善など、経営企画
部門で必要な業務知識・ノウハウ、経営マイ
ンドを学び、部下に伝授することで、全体的な
レベルアップを図りたいと思います。

医療経営士の
役割を一緒に
考えていきま
しょう！

石井富美先生
多摩大学
医療・介護ソリューション
研究所フェロー

大阪開催が
決 定！

イノベーションを起こせる
人材になるための 石井ゼミ 「保健医療2035」

を読み解く

会　場 新日本有限監査法人
大阪事務所セミナールーム
（梅田阪急ビルオフィスタワー37階）

石井 富美氏
（多摩大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

講　師

医療経営士会員：10,000円
（税込・全4回） ※各回参加：3,000円

一　　般：15,000円
（税込・全4回） ※各回参加：4,000円

受講料

第2弾

【問い合わせ先】　日本医療経営実践協会関西支部事務局（日本医療企画  関西支社内）　　担当 ： 安宅　☎06-7660-1761

・「保健医療2035」を読み解く①
課題解決とロジカルシンキング 4 月16日（土）

 5 月21日（土）
 6 月25日（土）
 7 月23日（土）

・「保健医療2035」を読み解く②
課題抽出と改善のためのデータ活用

・「保健医療2035」を読み解く③
価値を生み出すマーケティングとブランディング

・「保健医療2035」を読み解く④
実行力を高めるコミュニケーション力とプロジェクトマネジメント

●日時・テーマ　※全日程14：00～17：00
名古屋会場も
5月以降開催予定
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協力団体セミナーのご案内

【問い合わせ先】　事務局　一般社団法人日本栄養経営実践協会　☎03-5289-7021

職場や知り合いの
管理栄養士にもご紹介ください！
職場や知り合いの
管理栄養士にもご紹介ください！ 栄養経営士　つどい詳細は 検  索検  索

c

ますます求められる医療経営士と栄養部門の連携
栄養部門を学ぶためにオススメです！

栄養経営士がつくる栄養分野の新たな未来
第1回  全国栄養経営士のつどい

【基調講演】 栄養部門の現状と未来
── 超高齢社会における地域医療のなかで何をすべきか
鷲澤尚宏（東邦大学医療センター大森病院栄養部部長、准教授）

【特別講演】 管理栄養士に期待される新たな役割
── 変わりゆく、栄養を司る専門職としての存在意義
中村育子（医療法人社団福寿会福岡クリニック在宅部栄養課課長、日本在宅栄養管理学会副理事長）

3月13日（日）
・全国栄養経営士のつどい10：00～16：40　・懇親会17：00～19：00
・東京都医業健康保険組合会館大ホール（東京都新宿区）
・医療経営士（会員）：3,000円　一般：8,000円　　※税込、懇親会別途

プログラム（一部）  ※プログラムは変更になる場合があります。

「医療経営士」在籍企業・医療機関等
ご登録のお願い
登録情報が変更になりましたら、
「変更申請」を！
　気が付けば、今年ももう3月目前。新年度を控え、会員の皆様も
お忙しい日々を送られていることと思います。
　さて、本年10月29日（土）、30日（日）の2日間にわたって愛知県
名古屋市のウインクあいちで開催する、第5回「全国医療経営士実践
研究大会」名古屋大会の大会テーマが「医療経営士が生み出す地域
イノベーション──新たな医療経営が描く日本の未来像」に決定
いたしました。
　また、本協会では会員の皆様へ、所属先医療機関名、法人名等登録
へのご協力をお願いしております。会員の皆様にご登録いただいた
所属先医療機関名、法人名、学校名は協会Webページやパンフレッ
ト等で公開いたします。
　医療機関の抱えるさまざまな経営課題を、迅速かつ的確に解決で
きる能力を持った人材である「医療経営士」。この有能な人材の所属
する医療機関名、法人名、学校名を公開することで、「経営力」を持った
医療機関であること、また医療機関をマネジメントする人材を有する
企業、法人であることをアピールすることができます。
　ぜひご登録いただき、皆様の所属先のアピールにご活用ください。
　なお、所属先の公開にあたり、個人情報は一切公開いたしません。

◆掲載ページ・ご登録はこちらから
http://www.jmmpa.jp/support/cat108/

　続いて、会員登録情報の変更手続きについて、事務局より会員の
皆様へお願いがございます。本紙をはじめ、会員の皆様向けにさまざ
まな送付物やメール配信がございますが、「宛所なし」や「エラー」で配
達・配信できないケースが毎回見られます。住所・勤務先・メールアド
レス・氏名など、申請時の内容から変更が生じた場合は、「個人正会員
登録変更申請書」の提出が必要となります。変更の際は、協会ホーム
ページの「会員サポート」にございます「個人正会員登録変更申請書」
をダウンロードいただき、協会へご郵送ください。ご不明な点がござ
いましたら、協会までお問い合わせください。
　それではまた次号でお会いいたしましょう。

MMSニュースを活用して、「医療経営士」の
認知度アップにご協力ください！

　会員サービスの一環として毎月発行しているMMSニュースを活用して、「医療経営
士」の認知度アップにご協力くださる会員様を募集しております。職場やお取引先へ
MMSニュースをお配りいただくことで、ご自身の活動のアピール資料としても、ご活
用いただけると思います。
　配布用のMMSニュースをご希望の方は下記のアドレスへ「MMSニュース希望」と
タイトルをつけ、認定登録番号、お名前、御社名、所属部署、肩書き、送付先住所、電話
番号、そして必要部数をご連絡ください（ご希望の部数につきましては、ご連絡をいた
だいた段階で調整させていただく場合がございます）。

２０１６年度「医療経営士」資格認定試験ポスターを差し上げます！
　２０１６年度の「医療経営士」資格認定試験のポスターを製作中です。会員の皆様へ
差し上げますので、職場やお取引先へポスターをお貼りいただき、「医療経営士」の認
知度アップへご協力ください。
　ポスターをご希望の方は下記のアドレスへ「医療経営士ポスター希望」とタイトルを
つけ、お名前、御社名、所属部署、肩書き、送付先住所、電話番号をご連絡ください。　

お申し込み▶E-mail:info@jmmpa.jp


